
260 万ダウンロードを超える『おそ松さんのへそくりウォーズ』を
はじめとしたゲームアプリをスケーラブルで高速な AWS 上
で開発・配信・運用。効率化とスピード向上とともに安定した
サービスを提供

ちゅらっぷす株式会社

信頼性の高さを考慮して
ゲームアプリ配信基盤を AWS に

『秘密結社 鷹の爪』のアニメ制作やファッ
ションイベント『東京ガールズコレクショ
ン』の運営などで知られる株式会社ディー・
エル・イーの 100% 子会社として 2015 年
に設立されたちゅらっぷす。沖縄の方言で
美しいを意味する“美ら（ちゅら）”とアプリ
の“Apps”を社名の由来とし、アプリを中心
とするエンターテインメントを沖縄から発
信しています。同社が企画から開発までを
手がけ、2016 年 2 月に配信を開始した TV 
アニメ『おそ松さん』のゲームアプリ『おそ
松さんのへそくりウォーズ～ニートの攻防
～』は、260 万ダウンロードを超える大
ヒットを記録しています。設立時は 10 名
ほどだった社員も現在では約 40 名まで増
え、沖縄出身者から、I ターン転職者、沖縄
に魅了されて入社した県外出身者まで幅広
い人材が集まっています。
社内の IT インフラやゲームアプリの配信
基盤は、設立当初からクラウドサービスの
利用を前提とし、AWS をはじめとするサー
ビスを利用してきました。「スモールスター
トでかつ、コストを極力かけずにアプリを
開発するというビジネスモデル上、オンプ
レミスの選択肢はありませんでした。中で
も知名度の高い  AWS は、ステークホル
ダーの映像制作会社や制作委員会などから
も理解が得やすく、安定性やセキュリティ
レベルも高いことから、AWS を前提とする
のがデフォルトとなっています」と語るの

は技術部 SRE チーム の平田丈氏です。

スケーラブルな Amazon Aurora で
パフォーマンスの安定化を実現

設立後、最初に開発を手がけたゲームアプ
リ『おそ松さんのへそくりウォーズ～ニー
トの攻防～』でも AWS を利用し、初期段階
では Amazon EC2 と Amazon RDS for 
MySQL で配信基盤を構築しました。とこ
ろが、2016 年 2 月にリリースした直後か
ら MySQL において原因不明のパフォーマ
ンス劣化が見られたといいます。
そこでデータベースをパフォーマンスの高
い Amazon Aurora に載せ換えました。
「MySQL の性能劣化の原因がわからず、藁
にもすがる思いで Amazon Aurora に切り
替えてみました。最初は半信半疑でしたが、
パフォーマンス劣化のエラーが見事に解消
され、安定稼働に移行しました」と振り返り
ます。
2015 年から 2016 年当時、同社のインフ
ラ構築は平田氏が 1 人ですべてを担当し
ていました。しかし、それまでサーバーサイ
ドのエンジニアだった同氏にとって、AWS 
のサービスを使ったインフラ構築は初めて
の経験です。しかも『おそ松さんのへそくり
ウォーズ～ニートの攻防～』はアニメの大
ヒットでリリース直後から爆発的にユー
ザー数が増え、急ピッチでの規模の拡大を
求められました。その中で同氏は独学で 
AWS について学び、さらには外注のパート
ナー会社にも協力を仰ぎながら、実務と並

行して知見を深めていきました。
「当初は Amazon EC2 のサーバー構築も手
作業で対応し、サーバー増設時は自分でス
クリプトを書いていました。後にオートス
ケールを活用し、開発・運用がとても楽にな
りました。また、運用の中で『おそ松さん』の
ゲームは女性ユーザーが多いことから、
キャラクターの誕生日にはサーバーアクセ
スが急増するといったことも学んでいきま
した。アプリケーションのデプロイも、
AWS Elastic Beanstalk を活用したことで、
負荷を大幅に軽減できました」

取得したログデータの分析をもとに
パフォーンマンスやコストを最適化

現在同社が半年から 1 年に 1 回のペース
でリリースする新作ゲームアプリの配信基
盤は、原則として Amazon EC2 と Amazon 
Aurora で構成し、それぞれアベイラビリ
ティゾーンで冗長構成としています。EC2 
インスタンス内のログは、ログ集約ソフト
の  fluentd  を利用して収集。Amazon 
CloudWatch Logs に保存したログを監視
しながら、リソースの増強を適時実施して
います。また、Application Load Balancer 
を使用してアプリケーションレイヤーのト
ラフィックを分散。同時にコンテンツ配信
ネットワーク（CDN）に Amazon Cloud-
Front を採用し、そのログを Amazon S3 に
保存しています。
リソースの増減が自由に変更でき、ユー
ザー数に合わせてスケールできる AWS の
活用により、パフォーマンスの維持とコス
トの最適化が実現しました。ゲームをリ
リース後にユーザーの状況に応じて環境を
増強したり、ゲームの人気に応じてサービ
スを停止したりすることができることは、
クラウドならではのメリットです。平田氏
は「収集したログのデータをもとに  
Amazon EC2 や Amazon Aurora のパ
フォーンマンスやコストを 1 ヶ月単位で
見ながら、必要に応じてリソースや構成を
変更したり、パフォーマンスをチューニン
グしたりしながら継続的にコストの最適化

を図っています」と説明します。

Docker や Kubernetes 活用に向け
Amazon EKS の知識の習得を開始

2017 年以降、体制も強化されインフラの
構築・運用体制も確立されました。開発部門
からの要望に対して、テンプレートを使っ
て約 1 週間で開発環境を構築して提供す
ることができるといいます。アプリの開発
期間は、1 タイトル 4 ヶ月から 8 ヶ月程度
で、インフラの構築期間が短縮されること
で、早期のリリースにも貢献しています。
設立当初はインフラ構築が初めての経験
だった平田氏も、4 年間の構築・運用でスキ
ルを高め、現在は AWS のプロフェッショ
ナルとして活躍しています。
「AWS のサポート対応の早さにも、何度も
助けられました。また、AWS はドキュメン
トが充実しているので、サーバーやスト
レージの構築はスムーズに進められまし
た」
今後にかけて、同社が継続的に取り組んで
いこうとしているのが、コンテナの活用で
す。これによって開発を効率化し、インフラ
の運用コストを軽減することが狙いです。
「現在、Docker を使って Amazon EC2 上に
開発環境を構築しています。今後は Kuber-
netes を活用して、開発環境から本番環境
までを一元的かつ効率的に管理しながらア
プリケーション開発に貢献していきます。
すでに一部では Kubernetes の利用を開始
していますが、社内全体で知識を深めなが
ら今後のプロジェクトで活用してみたいと
思います」と話します。
Kubernetes の活用では当然、マネージド
サービスの Amazon Elastic Kubernetes 
Service （Amazon EKS）も視野に入ってい
ます。現在同社は、週 1 回の勉強会を設け
たり、社内ブログで記事を書いたりしなが
ら知識の習得に努めています。「できるだけ
早く Kubernetes のレベルを高めて、沖縄
発の美らなアプリの制作に貢献していきた
いと思います」と話します。

沖縄県那覇市でスマートフォンアプリやゲームアプリの開発を手がけるちゅらっぷす
株式会社。同社は 2015 年の設立時からアプリの配信基盤に アマゾン ウェブ サー
ビス（AWS）のサービスを採用し、ビジネスの成長に合わせてインフラ基盤を拡張し
てきました。 2016 年には配信基盤のデータベースを Amazon RDS から、スケーラ
ブルで高速な Amazon Aurora に移行し、パフォーマンスの安定化を図っています。
今や同社のアプリ開発で AWS のサービスは欠かせない基盤となり、多くのノウハウ
が蓄積されています。

ご利用中の主なサービス
●  Amazon EC2
●  Amazon Aurora
●  Amazon CloudFront
●  Amazon S3
●  Amazon Route 53
●  Application Load Balancer
●  AWS Elastic Beanstalk

ビジネスの課題
● ゲームアプリ・ Web アプリ開発のス
モールスタート

● コストを最小限に抑えたアプリ開発
● ユーザー数の増加に合わせてスケール
アウトする環境

AWS を選択した理由
● 安定性やセキュリティレベルの高さ
● ステークホルダーや制作委員会からの
理解が得やすい知名度の高さ

● サービスラインアップの豊富さ
● 技術の進化スピードの速さ、次 と々提供
される新サービス

AWS 導入後の効果と今後の展開
● Amazon Aurora の活用によるゲーム
アプリ配信基盤の安定化

● オートスケールによる開発や運用の効
率化

● AWS Elastic Beanstalk の活用による
デプロイの自動化

● ログ情報の分析によるパフォーマンス
の維持とコストの最適化

● 約 1 週間で開発環境を構築
● コンテナ（Docker、Kubernetes）の活用
による開発の効率化を検討

お客様導入事例：システム開発
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ちゅらっぷす株式会社
● 設立年月日：2015 年 7 月 1 日
● 資本金：400 万円
● 従業員数：41 名
● 事業内容：スマートフォンアプリ、Web 

アプリの企画・開発・運用

ちゅらっぷす株式会社
技術部 SRE
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